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知
事
名
で
訓
練
中
止
要
請

M
V
2
2
オ
ス
プ
レ
イ

同
居
の
松
田
尚
久
企
画

部
長
ら
が
訪
問
し
、
高
稔

課
長
が
応
対
。
嶺
北
4
町

村
（
土
佐
町
、
大
豊
町
、

本
山
町
、
大
川
村
）
の
副

町
長
、
副
村
長
が
同
席
し

ま
し
た
。

事
故
は
人
為
的
ミ
ス
と

の
防
衛
局
側
の
説
明
に
高

松
部
長
は
、
「
機
体
の
コ

ロ
ー
ル
の
難
し
い
オ

「
沖
縄
配
備
後
、
沖
縄
以

か
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

防
衛
局
側
は
「
こ
れ
か
ら

萄
こ
と
は
分
か
ら
な
い
」

と
答
覚
ま
し
た
。

同
席
し
た
4
町
村
の
副

町
長
、
副
村
長
も
発
音
。

改
め
て
偲
空
飛
行
中
止
要
請

啓
を
防
衛
局
舎
）
に
手
渡

「
地
域
住
民
に
配
慮
す
る

と
亭
っ
が
、
沖
縄
で
も
岩

国
で
も
住
民
の
声
を
聞
い

て
い
な
い
」
「
わ
れ
わ
れ

は
、
こ
の
間
一
貫
し
て
低

空
飛
行
訓
練
中
止
を
要
請

し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に

飛
行
が
や
ま
な
い
」
な
ど

と
発
言
し
潰
し
た
。

高
松
部
長
は
、
嶺
北
地

方
の
地
図
を
示
し
、
「
説

病
院
を
避
け
る
と
し
て

が
、
オ
レ
ン
ジ
ル
ー

ト
下
に
は
学
校
も
病
院
も

人
家
が
密
集
し
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。
低
空
飛
行
は
許

さ
れ
な
い
」
と
し
、
そ
の

場
で
桧
田
部
長
に
対
し
、

尾
崎
正
直
知
事
名
の
「
オ

ス
プ
レ
イ
を
含
む
米
軍
機

の
低
空
飛
行
訓
練
の
中

止
」
を
求
め
る
防
衛
相
に

あ
て
た
要
帝
等
を
手
渡
し

ま
し
た
。
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じ
蛮
骨
－
た
ぬ

薮
－
∠
ヴ
フ
た
せ
、
．
か
．
努

天
バ
位
の
嘗
ゼ
貰
い
7

い
〝
み
富
山
の
嶺
一
1
7
に

鱒
雲
芯
亨
≡
了
た

緋
瑚
嬬
肋

∴
字
≒
■

一
中
国
四
国
防
衛
局
幹
部

が
、
米
垂
直
離
着
陸
輸
送

－
機
M
V
2
2
オ
ス
プ
レ
イ
の

沖
縄
配
備
に
つ
い
て
の
説

明
に
高
知
県
を
訪
れ
た
2
4

日
ハ
高
知
県
平
和
委
員
会

や
日
本
共
産
栄
高
知
県
委

員
会
な
ど
は
県
庁
前
で
、

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
の

抗
議
集
会
を
開
き
、
4
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
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什
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百
す

ぜ
登
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軍
誓
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軋
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、
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